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[特集]
2011年度の研究目標

航空産業を日本の
基幹産業に
研究開発で支援
するAPG
［研究現場から］
その1
ドクターヘリ運航管理システム
の研究開発【前編】
その2
旅客機の騒音源を見つける技術
の開発

在外研究員レポート



石川　このたびの東日本大震災で被

災された方々とご家族の皆さまに、

心よりお見舞い申し上げます。発災

後、私たちが日頃研究に取り組んで

いる航空技術で支援できることを検

討していた折に、文部科学省から依

頼をいただきまして、原子力安全技

術センターと協力して JAXAの実験

用航空機クイーンエア（ビーチクラ

フト式65型）を用いた福島第一原

子力発電所30km以遠上空の放射線

量計測を実施しました。ほかにも私

たちが持っている航空技術で貢献で

きることはないか、現在真剣に検討

しているところです。

航空機が災害に貢献できるこ

とは多そうですね。ところで

JAXAは宇宙では有名ですが、航空

に取り組んでいることはまだまだ知

られていないようです。国の研究機

関である JAXAで航空技術の研究を

行う意義とはどのようなものでしょ

うか？

石川　まず、航空技術は国にとって

必要なものという意識が大前提にあ

ります。航空産業が国際競争力を持

ち、自動車に次ぐ国の基幹産業とし

て成長するよう支援することが私た

ちの使命です。「航空はすでに産業

になっているから、国の支援は必要

ないのでは？」とお思いの方もおら

れるかもしれませんが、航空機とい

うシステムは巨大で、例えば試験設

備をみても非常に大きなものが必要

で、一つの企業ではとても手に負え

ないことから国として設備を保有し

研究にも携わっているわけです。航

空先進国ほど公的支援が大きい傾向

にあります。近年、中国も航空産業

に力を入れているといった現状で、

日本でもし国家が航空産業から手を

引いたら、二度と航空機の作れない
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国になってしまうと危惧しています。

ですから研究機関として先見の明を

持って先端的な技術研究に取り組み、

国際的な共同開発において日本が主

導権を握れるよう力を蓄えるために

支援することが必要です。国のセキュ

リティにとっても航空機は欠かせな

い要素ですので、自国で航空機が作

れることは重要なことです。

　また、航空産業は裾野が広いこと

から、国内では成長が期待されてい

る産業でもあります。中部地方や東

京などの自治体では、地元の企業が

航空産業に参入できるようさかんに

取り組みが行われています。私たち

の研究活動が技術力を底上げする一

助となり、航空産業を盛り上げるこ

とに貢献できればと思っています。

　その他にも、より安全で効率的な

航空機の運航に寄与する研究に取り

組むことも、私たち研究機関の重要

な役割です。

　　　　　

実証が技術を磨く

このような任務を受けて

JAXA航空プログラムグルー

プ（APG）は2005年10月に５チー

ムでスタートしました。昨年10月

から１チームが加わって６チーム体

制になった新APGの 2011年度の

目標を教えてください。

石川　まず最初に国産旅客機チーム。

MRJの生産が始まり、いよいよ飛行

試験が近付いてきました。ジェット

機の実験用航空機（ジェット FTB）

飛翔を整備して飛行試験の準備をし

ていくことが一番の重要事項です。

また、水平尾翼の疲労試験を今年度

中に開始する予定です。VaRTM（真

空樹脂含浸製造法）という技術で作っ

た複合材料製の水平尾翼を JAXA調

布航空宇宙センターに持ち込んで、

疲労強度を調べる作業を行います。

複合材に関する私たちの技術的な

バックグラウンドにより協力します。

実際の作業をするのはメーカーの方

ですが、試験のやり方や全体の取り

まとめなどに私たちの知見が入って

いくことになります。

　飛行試験時の騒音計測にも、私た

ちの騒音計測技術が活かされます。

飛行するジェット機のどこから騒音

が発生しているかを地上で捉えるた

めには高度な技術が必要になります。

昨年度からは、計測精度を高めるこ

とを目的として、実際にジェット機

を飛行させて計測する実験を行って

います。

　環境適応エンジンチームではCO2
や NOxなどの排出が少なく、騒音も

小さな、環境に配慮したクリーンエ

ンジン技術の研究開発に取り組んで

います。これまでの成果を適用して

実際のエンジンを製作し、実証する

予定でしたが、残念ながらエンジン

は製作しないことになりました。そ

こで私たちの技術でどれだけ優れた

性能のエンジンができるかをシミュ

レーションで証明することを目標に

しました。

ジェットＦＴＢ「飛翔」
名称は昨年公募により決定した。ジェット機の実験機を保有することで、
研究開発の幅が大きく広がる。JAXA研究開発本部が導入

低NOxに有効な希薄燃焼方式
初めから空気が多く燃料が薄い状態で燃やすことで、すすやNOxが出にくくなる

飛行中のジェット機から発生する
騒音を計測して可視化したもの
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　クリーンエンジンの目標値として

設定したのはチャレンジングな数値

ですが、あと一歩まで来ていますの

で、ぜひ達成して欲しいです。この

うちNOx 削減については、実際に

燃焼器を製作し実験して確かめるこ

とになっています。従来のエンジン

と比べて80％削減が目標です。

新プロジェクトチームが始動

　超音速機チームは、静かな超音速

機を実現するために必要な技術を研

究しています。その中の核心的な技

術を実証することを目的に、昨年

D-SENDプロジェクトチームを立ち

上げました。D-SENDと名付けた落

下試験を段階的に実施することで、

超音速機チームで作った衝撃波の予

測理論と低ソニックブーム設計技術、

そしてソニックブームの計測技術を

実証します。実験はスウェーデンの

実験場で行います。第１段階（D#1）

をこの５月中に実施するため実験隊

が現地に行っていますが、間もなく

良い結果が聞けることでしょう。２

年後に予定している航空機形状の

供試体を落下させる第２段階試験

（D#2）に向けては、設計を本格的

に開始しました。

　運航・安全技術チームでは、航空

輸送の安全性と利便性の向上に寄与

することを目的に、「ヒューマンエ

ラー防止技術」「乱気流検知システム」

「次世代運航システム」「構造評価技

術」「低騒音化技術」の研究開発に取

り組んでいます。次世代運航システ

ムを今年度中に、DREAMSという

名のプロジェクトにすることが第一

の目標です。プロジェクト化するこ

とで技術目標が具体化され、４年後

をめどに技術的に仕上げていくこと

になります。

　乱気流検知システムの開発では、

できるだけ早く最終バージョンを

ジェット機に搭載して実証する予定

です。これはボーイングとの共同研

究であり、この飛行試験で確かな性

能が確認できれば、実用化への第一

歩が始まると言えるでしょう。

　無人機・未来型航空機チームは、

今回の大震災において、これまで取

り組んできた無人機技術でお手伝い

できることを考えているところです。

　最近の航空機は、航空機由来の温

室効果ガス削減を図るため、機内の

さまざまな装置を効率の高い電気

システムに置き換える傾向にあり、

このような航空機を MEA（More 

Electric Aircraft）と呼びます。未

来型航空機技術の研究では、長期的

視野に基づき、MEAの概念をエンジ

ン電化にまで拡張した要素技術研究

に取り組んでいます。将来の燃料電

池技術の航空機適用等を目指した飛

行実証計画も検討しており、これか

らの成長分野と考えられるので、ぜ

ひ注目していただきたいと思います。

外部機関との連携

以上の研究は JAXA単独では

なく、行政機関等との協力や

要請のもと行われているものが多い

ですね。具体的にはどのようなもの

でしょうか？

石川　JAXAの設備を使って、防衛

省の次期対潜哨戒機の疲労試験が行

われています。民間の旅客機ではあ

りませんので、試験は彼らの方法と

D-SENDで使用する供試体
D-SENDとはDrop test for Simplified Evaluation of Non-symmetrically 
Distributed sonic boomの略で、非軸対称ソニックブームに対する簡易評価のため
の落下試験の意味。ソニックブームを半減するJAXA独自の設計コンセプトの妥当性
を、落下試験により実証し世界にアピールする

D#2供試体
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人員により行われているものです。

　防衛省の飛行艇に関しては、民間

転用に向けた検討を新明和工業が

行っていますが、JAXAはこれに研

究で協力しています。本件は経済産

業省関係機関である日本航空機開発

協会もともに取り組んでおり、飛行

艇を製造している新明和工業の技術

を活用して、水上に離着陸可能でさ

らに空から放水もできる「消防飛行

艇」の開発を目指した技術的検討を

数年前から行っています。狙った場

所にきちんと放水したり、放水後に

急激に軽くなって操縦が難しくなっ

たりするのをどうするかといった研

究において協力してきました。今回

の震災では、あらためてこのような

航空機の必要性を感じた方も多かっ

たのではと思います。ですから、な

んとか開発が実現するように、今後

も協力を続けて参ります。

　先ほどお話したDREAMSは、国土

交通省の「将来の航空交通システムに

関する長期ビジョン（CARATS）」を

支えるものです。MRJの疲労試験に

ついては国交省が認定する型式証明

のために行っています。三菱航空機

が型式証明に必要なデータを取得す

るために、JAXAが設備供用し、国

交省は所定のプロセスに従って正し

くデータを取得しているかをチェッ

クする。そしてこれにはFAAから検

査官も定期的にやってきています。

　国交省とはもう一つ、羽田空港の

滑走路の利用に関しても研究面で協

力しています。新しく斜めの滑走路

ができたことで、航空機相互の空気

の流れの干渉に起因する問題が心配

されており、理論的な検討やスパコ

ンを使った計算で、どの程度影響が

あるのかを見積もろうとしていると

ころです。

　さらに総務省消防庁とはDREAMS

のなかで研究している「D-NET」に

ついて、研究協力を交わしています。

JAXAが提唱している運航管理の情

報共有のための通信規格を用いて作

成した防災ヘリの運航管理システム

を試験的に導入していただいていま

す。これにより防災ヘリを効率的に

活用することができます。これまで

は一部エリアでしたが、今後は全国

展開する予定です。

今や航空機は交通手段として

欠かせないだけでなく、私た

ちの生活を守ってくれる心強い味方

でもあるのですね。

石川　航空技術が私たち国民の身近

にあるという側面も認識していただ

けるよう、情報発信にも努めたいと

思います。

CFD解析による超音速機機体の性能評価

航空機搭載型乱気流検知システム

航空機電動化を目的とした
電動推進システムの実験

消防飛行艇想像図（新明和工業提供）

レーザ放射窓

レーザ
機内システム



ドクターヘリ運航管理システム
の研究開発
－1秒でも早く！　救命率の向上を目指して－

前編  機上機器の開発

D-NETとGEMITSの連携

ドクターヘリとは

図 2　D-NETの概念図

図 1　ドクターヘリ機数の推移

図 3　GEMITSの概念図



防災・小型機運航技術セクションのメンバー
（左より）小林啓二、奥野善則

機上機器の開発

図 4　岐阜県に導入されたドクターヘリ

図 5　機上機器の搭載状況



旅客機の騒音源を見つける技術
の開発

フェーズドアレイと音源の特定に
必要な様々な計測

小型ジェット機の音源計測

旅客機の騒音源を調べるために

(a) 上空から撮影（緑色の点の位置にマイクロ
　  フォンが設置されています）。

(b) 地上の設置状況

図 1　滑走路上に設置されたフェーズドアレイ

直径 30m



試験を実施したメンバー　

JAXA、ダイヤモンドエアサービス　
三菱重工業、Bruel & Kjaer　

日本ナショナルインスツルメンツ、AVEC　
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図 4　音源探査結果の例（フラップ下げ、脚下げ、エンジンアイドル、高度60m、
　　　機速60m/s、水平飛行）

図 3　滑走路上に置かれたフェーズドア
レイ上空を通過する小型ジェット
機MU-300

図 2　試験システム全体の構成

地上：音響以外の計測

管制塔：飛行・計測指示と支援

地上：音響計測

MU-300機内：機体誘導と計測

・上空風向風速
・気温、気圧、湿度
・GPS地上基準点

・管制指揮
・気象データモニタ
・鳥監視

・フェーズドアレイ計測
・ラインセンサーカメラ計測
・精密マイクロフォン計測

・機体誘導支援（TIS）
・飛行パラメータ計測（POS）
・計器パネル計測（撮影）

GPS時刻を用いた計測の同期

気象データ

MU-300

フェーズド・マイクロフォン・アレイ
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研究室メンバー

I have a dream … of “Hypersonic”

この中に居室があります
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報告
超音速機チーム
小島孝之

在外研究員
レポート
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From
America

メリーランド大学

日々の生活
地震に対するアメリカ人の理解

大学に住む動物達

冬と春の大学風景

国会議事堂（キャピトルヒル）



『航 空 プ ロ グ ラ ム ニ ュ ー ス』

  JAXA編・著の新刊案内
  『航空機研究開発の現在から未来へ
　―技術はどこまで到達しているか』

　近年、航空機の新型機体の材料に日本の技術が取
り入れられたことが話題になりました。他の航空機
のいろいろな所にも、日本の技術が使われているの
をご存知でしょうか。
　本書は、JAXAが企業・大学・行政機関・他の研
究機関などと連携して取り組んでいる最先端の航空
機研究開発の現状を紹介するものです。「これからの
航空技術には何が求められているのか？」「日本は今
後、この発展に対しどこまで貢献し得るのか？」――。
航空プログラムグループと研究開発本部の研究者が、
わかりやすく解説しました。ぜひご覧ください。
B６判、242頁、2011年3月刊行、1470円。発行は丸善プラネット。

  第52回科学技術週間サイエンスカフェ報告

　 4月18日～24日の科学技術週間に開催された文部科学省主催のサイエンスカ
フェの初日に、JAXA航空プログラムグループから二村尚夫チーフマネージャと
賀澤順一研究員が話題提供者として登壇しました。テーマは「環境にやさしい
ジェットエンジン」。航空機が環境に及ぼす影響をはじめ、それを少しでも減ら
すためにエンジン部分で工夫していることなどを紹介しました。会場の文部科
学省情報広場ラウンジには多くの参加者を迎え、講義の合間にはたくさんの質
問が寄せられました。
　じつは自動車や電車と同じくらいエコな現在のジェットエンジンですが、もっ
と「静か」で「排気がきれい」で「低燃費」にするために、JAXAだけでなくエ
ンジン開発に携わるすべての技術者
が日々努力しています。「実際のエン
ジンに役立っているの？」との参加
者からの質問に対する答えはもちろ
んイエス。エンジンが性能を向上さ
せてきた様々な段階やいろいろな部
位に、日本の技術は大いに貢献して
いることをご紹介しました。

航空機研究開発の
現在から未来へ

宇宙航空研究開発機構
航空プログラムグループ／研究開発本部

編

技術はどこまで到達しているか


